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法学部（法律学科）《2018年度以降入学者》

専門教育科目

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

基
礎
・
導
入

法律学入門 2 1 ● ● ● 集中 あり ｅ-ラーニング メディア授業 履修不可
民法概論 2 1 ● ● ● 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 履修不可
憲法概論 2 1 ● ● ● 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり
刑法概論 2 1 ● ● ● 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 履修不可

政治学入門 2 1 ● ● ● 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり
外国語学部生は2年次配当

プレップセミナー 2
1年次
に限る

● ● ● 2 あり 複数開講 クラス指定 履修不可

コ
ー
ス
科
目（
18
単
位
選
択
必
修
）

法社会学Ａ 2 2 ● ● ○ 2 あり
民法Ａ（総則・物権） 2 1 ● ○ ○ 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 履修不可

民法Ｂ（債権各論） 2 1 ● ○ ○ 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

民法Ｃ（債権総論・担保物権） 2 2 ● ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

民法Ｄ（親族・相続） 2 2 ● ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

商法概論 2 2 ● ○ ○ 2 2 リレー

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

会社法Ⅰ
（会社の組織とガバナンス） 2 2 ● ○ ○ 2 複数開講

あり
「融合教育のための商
法」または、「はじめ
ての商法」修得済み

会社法Ⅱ
（会社の設立とファイナンス） 2 2 ● ○ ○ 2 複数開講

あり
「融合教育のための商
法」または、「はじめ
ての商法」修得済み

憲法Ⅰ 2 1 ● ● ● 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり

行政法Ⅰ 2 2 ● ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

行政法Ⅱ 2 2 ● ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

警察行政法 2 3 ○ ● ○ 2 あり

労働法Ⅰ 2 2 ● ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障法Ⅰ 2 2 ● ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

刑法総論 4 1 ○ ● ○ 4 連続講義 あり
刑法各論Ⅰ 2 2 ● ● ○ 2 あり
刑法各論Ⅱ 2 2 ○ ● ○ 2 あり
刑事訴訟法Ⅰ 4 2 ○ ● ○ 4 連続講義 あり
社会安全政策Ⅰ（総論） 2 2 ○ ● ○ 2 あり
社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 ○ ● ○ 2 あり
警察学概論 2 2 ○ ● ○ 2 あり
犯罪社会学 2 2 ○ ● ○ 2 あり
犯罪心理学 2 2 ○ ● ○ 2 あり あり
被害者学 2 2 ○ ● ○ 2 あり
矯正社会学Ⅰ 2 2 〇 ● 〇 2 あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 〇 ● 〇 2 あり

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

コ
ー
ス
科
目（
18
単
位
選
択
必
修
）

国際私法Ⅰ 2 2 ● ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

国際法Ⅰ（総論） 2 2 ● ○ ● 2 あり
国際法Ⅱ（国家管轄権） 2 2 ○ ○ ● 2 あり

政治学原論Ⅰ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
経済学部生は3年次配当

政治学原論Ⅱ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
経済学部生は3年次配当

政治思想史 2 2 ○ ○ ● 2 あり
西洋政治史Ⅰ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
西洋政治史Ⅱ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
アジア政治外交史 2 2 ○ ○ ● 2 あり
国際政治学Ⅰ 2 2 ○ ○ ● 2 あり

行政学 2 2 ○ ○ ● 2 あり
経済学部生は3年次配当

公共政策と市民社会 2 2 ○ ○ ● 2 あり
政治過程論Ⅰ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
政治過程論Ⅱ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
地方自治論Ⅰ 2 2 ○ ○ ● 2 あり
地方自治論Ⅱ 2 2 ○ ○ ● 2 あり

Ａ
Ｌ
科
目（
10
単
位
選
択
必
修
）

日本近現代法史 2 2 ● ● ● 2 あり あり
英米法 4 2 ● ● ● 英米法Ⅱ あり 連続講義 本年度休講 あり

リーガルライティング入門 2
1年次
に限る

● ● ● 2
あり

「民法概論」
修得済み

複数開講 履修不可

契約法発展 2 2 ● ● ●
あり

「民法Ｂ（債権
各論）」修得済み

本年度休講

「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｂ（債権各
論）」修得済み

家族法発展 2 2 ● ● ●
あり

「民法Ｄ（親族・
相続）」修得済み

本年度休講

「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｄ（親族・
相続）」修得済み

不法行為法発展 2 2 ● ● ●
あり

「民法Ｂ（債権
各論）」修得済み

本年度休講

「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｂ（債権各
論）」修得済み

民事手続法リーガルライティング 2 3 ● ● ● 2
あり

「民事訴訟法」
修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅠ 2 2 ● ● ● 2

あり
「民法概論」、
「民法Ａ（総則・
物権）」、「民法
Ｂ（債権各論）」
修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅡ 2 2 ● ● ● 2

あり
「民法概論」、
「民法Ａ（総則・
物権）」、「民法
Ｂ（債権各論）」
修得済み

履修不可

法学部 法律学科　2018年度以降入学者 法学部 法律学科　2018年度以降入学者
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
10
単
位
選
択
必
修
）

民事法リーガルライティングⅢ 2 3 ● ● ● 2

あり
「民法概論」「民法
A（総則・物件）」「民
法B（債権各論）」を
修得済み
および「民事法リー
ガルライティング
Ⅰ」「民事法リーガ
ルライティングⅡ」

「公法リーガルライ
ティングⅠ」「公法
リーガルライティ
ングⅡ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅠ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅡ」のいずれか
を修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅣ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

民事法リーガルライティングⅤ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

知的財産実務演習 4 3 ● ● ● 通 2

あり
「自由演習（和書：
知的財産法事例研
究）」、「知的財産法
Ⅰ（特許法・実用新
案法）」、「知的財産
法Ⅱ（商標法・意匠
法）」、「知的財産
法Ⅲ（著作権法・不
正競争防止法・その
他）」、「産業社会と
知的財産」のうち、
１科目以上を修得
済みまたは履修中

あり
「自由演習（和書：
知的財産法事例研
究）」、「知的財産法
Ⅰ（特許法・実用新
案法）」、「知的財産
法Ⅱ（商標法・意匠
法）」、「知的財産法
Ⅲ（著作権法・不正
競争防止法・その
他）」、「産業社会と
知的財産」のうち、
１科目以上を修得
済みまたは履修中

知的財産実習� 注１） 2 3 ● ● ● 通年集中

あり
知財エキスパート
プログラム登録者。
かつ「知的財産実
務演習」を修得済
み、または履修中

履修不可

会社法リーガルライティング 2 3 ● ● ● 2

あり
「会社法Ⅰ
（会社の組織と
ガバナンス）」
履修済み

履修不可

公法リーガルライティングⅠ 2 2 ● ● ● 2

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」
修得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅡ 2 2 ● ● ● 2

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」
修得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅢ 2 3 ● ● ● 2

あり
「憲法概論」「憲法
Ⅰ」を修得済み
および「民事法リー
ガルライティング
Ⅰ」「民事法リーガ
ルライティングⅡ」

「公法リーガルライ
ティングⅠ」「公法
リーガルライティ
ングⅡ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅠ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅡ」のいずれか
を修得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅣ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

公法リーガルライティングⅤ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
10
単
位
選
択
必
修
）

憲法発展 2 3 ● ● ● 2

あり
「憲法ⅡB
（基本的人権）」
修得済み

あり
「憲法ⅡＢ（基本的
人権論）」修得済み

行政救済法発展 2 3 ● ● ● 2
あり

「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

あり
「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

税法発展 2 3 ● ● ● 2 あり あり
実践労働法演習 2 2 ● ● ● 2 あり あり
人事・労務インターンシップ 2 2 ● ● ● 通年集中 あり あり

刑事法リーガルライティングⅠ 2 2 ● ● ● 2

あり
「刑法概論」、
「刑法総論」
修得済み

履修不可

刑事法リーガルライティングⅡ 2 2 ● ● ● 2

あり
「刑法概論」、
「刑法総論」
修得済み

履修不可

刑事法リーガルライティングⅢ 2 3 ● ● ● 2

あり
「刑法概論」「刑法
総論」を修得済み
および「民事法
リーガルライティ
ングⅠ」「民事法
リーガルライティ
ングⅡ」「公法リー
ガルライティン
グⅠ」「公法リー
ガルライティング
Ⅱ」「刑事法リー
ガルライティング
Ⅰ」「刑事法リー
ガルライティング
Ⅱ」のいずれかを
修得済み

履修不可

刑事法リーガルライティングⅣ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

刑事法リーガルライティングⅤ 2 3 ● ● ● 2 履修不可

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 ● ● ●

あり
「刑法総論」、
「社会安全施策Ⅰ
（総論）」、
「社会安全政策Ⅱ
（各論）」を修得済み

本年度休講

あり
「刑法総論」、
「社会安全施策Ⅰ
（総論）」、
「社会安全政策Ⅱ
（各論）」を修得済み

国際取引法Ｂ（英米） 4 2 ● ● ● あり 連続講義 本年度休講 あり

政治学特殊講義 2 2 ● ● ● 2 あり
複数履修可 履修不可

ファンダメンタル・セミナー 2
1年次
に限る

● ● ● 2 あり 複数開講
担当教員によって授業内
容が異なるため、シラバ
スで十分確認すること。

履修不可

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

● ● ● 通２ あり あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

● ● ● 集中
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

複数開講
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

● ● ● 通２ あり あり

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

● ● ● 集中
あり

「3年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

あり
「3年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

総合政策リサーチ 2 3 ● ● ● 集中 あり あり
社会安全フィールド・リサーチ

（社会安全コースのみ） 4 2
履修
不可

●
履修
不可

通年集中 あり 履修不可

安全保障フィールド・リサーチ 4 2 ● ● ● 通年集中 あり 履修不可

法学部 法律学科　2018年度以降入学者 法学部 法律学科　2018年度以降入学者

注１）2026年度以降入学者は履修不可。
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
10
単
位
選
択
必
修
）

２年次演習Ａ� 注２） 2
2年次
に限る

● ● ● 2 あり 履修不可

２年次演習Ｂ� 注２） 2
2年次
に限る

● ● ● 2 あり 履修不可

３年次演習Ａ� 注２） 2 3 ● ● ● 2 あり
複数履修可 履修不可

３年次演習Ｂ� 注２） 2 3 ● ● ● 2 あり
複数履修可 履修不可

４年次演習Ａ� 注２） 2 4 ● ● ● 2

あり
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

４年次演習Ｂ� 注２） 2 4 ● ● ● 2

あり
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

自由演習 2 2 ● ● ● 2 2 あり
複数履修可 履修不可

「法律学入門」演習 2 2 ● ● ● 2
あり

「法律学入門」
修得済み

履修不可

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ ● ● ● 2

あり
「プレップセミナー」
及び「憲法概論」、「民
法概論」、「刑法概論」
のうち、いずれか 
1科目以上修得済み

複数開講 4年次生履修不可 履修不可

法教育演習Ⅱ 2 2 ● ● ● 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

複数開講 履修不可

法教育演習Ⅲ 2 2 ● ● ● 集中
あり

「法教育演習Ⅰ・
Ⅱ」修得済み

複数開講 履修不可

法教育演習Ⅳ 2 2 ● ● ● 集中
あり 

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

グローカル人材論特殊講義 2 2 ● ● ● 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施 あり

グローカル人材PBL 2 3 ● ● ● 2 あり あり

法学英書講読 2 2 ● ● ● 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

法学独書講読 2 2 ● ● ● あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
法学仏書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講

法学中書講読 2 2 ● ● ● 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

法学伊書講読 2 2 ● ● ● あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
法学露書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講

政治学英書講読 2 2 ● ● ● 2 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

政治学独書講読 2 2 ● ● ● あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
政治学仏書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講
政治学中書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講
政治学伊書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講
政治学露書講読 2 2 ● ● ● 本年度休講

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋
Ａ
Ｌ
科
目（
10
単
位
選
択
必
修
）

英文契約書作成 4 3 ● ● ●
あり

「国際取引法Ｂ
（英米）」修得済み

連続講義 本年度休講 あり

司法における外国語の役割 2 1 ● ● ● 通年集中 あり　注３）

あり
「司法外国語プロ
グラム」
登録者のみ履修可

司法翻訳演習（中国語） 2 2 ● ● ● 2 あり あり

展
開
科
目（
選
択
）

日本法制史Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
日本法制史Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
東洋法制史Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
東洋法制史Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
西洋法制史Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
西洋法制史Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講
法哲学Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 履修不可
法哲学Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 履修不可
法社会学Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
ＡＩ・デジタルと法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり あり
ダイバーシティと法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり あり
ジェンダーと法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
大陸法 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講
登記法 4 2 ○ ○ ○ 4 連続講義 あり

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 ○ ○ ○ 2 土地家屋調査士会
による寄附講座 あり

消費者法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
金融取引法 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
医事法 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
民事訴訟法 4 2 ○ ○ ○ 4 4 連続講義 あり

民事紛争処理論 4 2 ○ ○ ○ 4 連続講義

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅰ（特許法・実用新案法） 2 2 ○ ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅱ（商標法・意匠法） 2 2 ○ ○ ○ 2

あり
「知財エキスパー
トプログラム」
登録者優先

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅲ
（著作権法・不正競争防止法・その他） 2 2 ○ ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

産業社会と知的財産 2 2 ○ ○ ○ 2

あり
「知財エキスパー
トプログラム」
登録者優先

実務家講師を
招聘して実施 あり

会社法Ⅲ（企業組織法） 2 3 ○ ○ ○ 2 あり
会社法Ⅳ（企業ファイナンス法） 2 3 ○ ○ ○ 2 あり
決済法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
保険法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
商行為・海商法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
商法特殊講義 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講

憲法ⅡＡ（統治機構論） 2 2 ○ ○ ○ 2 「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

憲法ⅡＢ（基本的人権論） 2 2 ○ ○ ○ 2 「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

法学部 法律学科　2018年度以降入学者 法学部 法律学科　2018年度以降入学者

注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。 注３）2025年度以前入学者は、「司法外国語プログラム」登録者のみ履修可。

76 77

履
修
制
限
科
目
一
覧

融
合
教
育

科
目
　
　

共
通
教
育
科
目

専

門

教

育

科

目

経
　
済

経
　
営

法

外
国
語

文
　
化

理

情
報
理
工

現
代
社
会

国
際
関
係

生
命
科

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

シ
ッ
プ



区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・選択別 
（「●」：選択必修、 

「○」：選択）
週時数

同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修法
律
総
合

コ
ー
ス

社
会
安
全

コ
ー
ス

政
治
・
国
際

コ
ー
ス

開講学期

春 秋

展
開
科
目（
選
択
）

行政組織法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
地方自治法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
環境法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
環境法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

税法Ⅰ（所得税法） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

税法Ⅲ（法人税法） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

公法特殊講義 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 履修不可

都市と法政策 2 3 ○ ○ ○ 2 2
あり

「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

あり
「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

労働法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障政策 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
格差と雇用政策 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
経済法 4 2 ○ ○ ○ 本年度休講

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2 「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

あり
「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

社会安全政策Ⅲ
（サイバーセキュリティ対策） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

警察政策論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
被害者政策 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
少年法 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

刑事司法と外国人 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

あり
司法外国語プロ
グラム登録者の
み履修可

国際法Ⅲ（国際人権法） 2 3 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
国際法Ⅳ（国際責任・紛争処理） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
国際法Ⅴ（国際安全保障法） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
国際法Ⅵ（国際人道法） 2 3 ○ ○ ○ 2 あり
国際法Ⅶ（国際機構法） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

国際私法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

国際取引法Ａ（国際法務） 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
経済学部生は3年次配当

日本政治史 2 2 ○ ○ ○ 本年度休講 あり
日本外交史 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
国際政治学Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
比較政治学 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
公共政策概論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
地域ガバナンス論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
環境ガバナンス論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
政策分析論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり
西洋外交史Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ 2 あり
西洋外交史Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ 2 あり

地方自治未来論 2 3 ○ ○ ○ 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施 あり

日本の法律 2 2 ○ ○ ○ 2 あり

人事・労務の実務 2 2 ○ ○ ○ 2 あり 実務家講師を招
聘して実施 あり

総合安全保障論 2 2 ○ ○ ○ 2 あり リレー 防衛省等から講師
を招聘して実施 あり

法学概論 2 2 ○ ○ ○ 2

「教職課程」
登録者のみ
履修可

履修不可
哲学概論Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 履修不可
哲学概論Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 2 履修不可

社会学概論Ａ 2 2 ○ ○ ○ 2 文化学部2019年度以降
教職Pのみ履修可

社会学概論Ｂ 2 2 ○ ○ ○ 2 文化学部2019年度以降
教職Pのみ履修可

法学部 法律学科　2018年度以降入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基
礎
・
導
入

法律学入門 2 1 選択必修 集中 あり ｅ-ラーニング メディア授業 履修不可
民法概論 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 履修不可
憲法概論 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり

政治学入門 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり
外国語学部生は2年次配当

プレップセミナー 2
1年次
に限る

選択必修 2 あり 複数開講 クラス指定 履修不可

法政策基礎リサーチ 2
1年次
に限る

選択必修 2 あり 複数開講 履修不可

コ
ー
ス
科
目（
18
単
位
選
択
必
修
）

民法Ａ（総則・物権） 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 履修不可

民法Ｂ（債権各論） 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

民法Ｃ（債権総論・担保物権） 2 2 選択必修 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

憲法Ⅰ 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 1年次生はクラス指定 あり

憲法ⅡＡ（統治機構論） 2 2 選択必修 2 「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

憲法ⅡＢ（基本的人権論） 2 2 選択必修 2 「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」修得済み

行政法Ⅰ 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

行政法Ⅱ 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

地方自治法 2 2 選択必修 2 あり

都市と法政策 2 3 選択必修 2 2
あり

「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

あり
「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

労働法Ⅰ 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障法Ⅰ 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障法Ⅱ 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

格差と雇用政策 2 2 選択必修 本年度休講 あり
刑法概論 2 1 選択必修 2 あり 複数開講 履修不可

行政学 2 2 選択必修 2 あり
経済学部生は3年次配当

公共政策概論 2 2 選択必修 2 あり
公共政策と市民社会 2 2 選択必修 2 あり
政治過程論Ⅰ 2 2 選択必修 2 あり
政治過程論Ⅱ 2 2 選択必修 2 あり
地域ガバナンス論 2 2 選択必修 2 あり
地方自治論Ⅰ 2 2 選択必修 2 あり
地方自治論Ⅱ 2 2 選択必修 2 あり

Ａ
Ｌ
科
目（
8
単
位
選
択
必
修
）

日本近現代法史 2 2 選択必修 2 あり あり
英米法 4 2 選択必修 英米法Ⅱ あり 連続講義 本年度休講 あり

リーガルライティング入門 2
1年次
に限る

選択必修 2
あり

「民法概論」
修得済み

複数開講 履修不可

法学部（法政策学科）《2018年度以降入学者》

専門教育科目
法学部 法政策学科　2018年度以降入学者
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
8
単
位
選
択
必
修
）

知的財産実習� 注１） 2 3 選択必修 通年集中

あり
知財エキスパート
プログラム登録者。
かつ「知的財産実
務演習」を修得済
み、または履修中

履修不可

会社法リーガルライティング 2 3 選択必修 2

あり
「会社法Ⅰ
（会社の組織と
ガバナンス）」
履修済み

履修不可

公法リーガルライティングⅠ 2 2 選択必修 2

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」
修得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅡ 2 2 選択必修 2

あり
「憲法概論」、
「憲法Ⅰ」
修得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅢ 2 3 選択必修 2

あり
「憲法概論」「憲
法Ⅰ」を修得済み
および「民事法
リーガルライ
ティングⅠ」「民
事法リーガルラ
イティングⅡ」

「公法リーガルラ
イティングⅠ」

「公法リーガルラ
イティングⅡ」

「刑事法リーガル
ライティングⅠ」

「刑事法リーガル
ライティングⅡ」
のいずれかを修
得済み

履修不可

公法リーガルライティングⅣ 2 3 選択必修 2 履修不可

公法リーガルライティングⅤ 2 3 選択必修 2 履修不可

憲法発展 2 3 選択必修 2

あり
「憲法ⅡＢ（基
本的人権論）」
修得済み

あり
「憲法ⅡＢ（基本的
人権論）」修得済み

行政救済法発展 2 3 選択必修 2
あり

「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

あり
「行政法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

税法発展 2 3 選択必修 2 あり あり
実践労働法演習 2 2 選択必修 2 あり あり
人事・労務インターンシップ 2 2 選択必修 通年集中 あり あり

刑事法リーガルライティングⅠ 2 2 選択必修 2

あり
「刑法概論」、
「刑法総論」
修得済み

履修不可

刑事法リーガルライティングⅡ 2 2 選択必修 2

あり
「刑法概論」、
「刑法総論」
修得済み

履修不可

法学部 法政策学科　2018年度以降入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
8
単
位
選
択
必
修
）

契約法発展 2 2 選択必修
あり

「民法Ｂ（債権
各論）」修得済み

本年度休講

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｂ（債権各論）」修得済み

家族法発展 2 2 選択必修
あり

「民法Ｄ（親族・
相続）」修得済み

本年度休講

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｄ（親族・相続）」
修得済み

不法行為法発展 2 2 選択必修
あり

「民法Ｂ（債権
各論）」修得済み

本年度休講

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

「民法Ｂ（債権各論）」
修得済み

民事手続法リーガルライティング 2 3 選択必修 2
あり

「民事訴訟法」
修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅠ 2 2 選択必修 2

あり
「民法概論」、
「民法Ａ（総則・
物権）」、「民法
Ｂ（債権各論）」
修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅡ 2 2 選択必修 2

あり
「民法概論」、
「民法Ａ（総則・
物権）」、「民法
Ｂ（債権各論）」
修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅢ 2 3 選択必修 2

あり
「民法概論」「民法
A（総則・物件）」「民
法B（債権各論）」を
修得済み
および「民事法リー
ガルライティング
Ⅰ」「民事法リーガ
ルライティングⅡ」

「公法リーガルライ
ティングⅠ」「公法
リーガルライティ
ングⅡ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅠ」「刑事法
リーガルライティ
ングⅡ」のいずれか
を修得済み

履修不可

民事法リーガルライティングⅣ 2 3 選択必修 2 履修不可

民事法リーガルライティングⅤ 2 3 選択必修 2 履修不可

知的財産実務演習 4 3 選択必修 通 2

あり
「自由演習（和書：
知的財産法事例研
究）」、「知的財産法
Ⅰ（特許法・実用新
案法）」、「知的財産
法Ⅱ（商標法・意匠
法）」、「知的財産
法Ⅲ（著作権法・不
正競争防止法・その
他）」、「産業社会と
知的財産」のうち、
１科目以上を修得
済みまたは履修中

あり
「自由演習（和書：知
的財産法事例研究）」、

「知的財産法Ⅰ（特許
法・実用新案法）」、「知
的財産法Ⅱ（商標法・
意匠法）」、「知的財
産法Ⅲ（著作権法・不
正競争防止法・その
他）」、「産業社会と知
的財産」のうち、１科
目以上を修得済みま
たは履修中

法学部 法政策学科　2018年度以降入学者

注１）2026年度以降入学者は履修不可。
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
8
単
位
選
択
必
修
）

４年次演習Ｂ� 注２） 2 4 選択必修 2

あり
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

自由演習 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 履修不可

「法律学入門」演習 2 2 選択必修 2
あり

「法律学入門」
修得済み

履修不可

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ 選択必修 2

あり
「プレップセミナー」
及び「憲法概論」、「民
法概論」、「刑法概論」
のうち、いずれか 
1科目以上修得済み

複数開講 4年次生履修不可 履修不可

法教育演習Ⅱ 2 2 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

複数開講 履修不可

法教育演習Ⅲ 2 3 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

法教育演習Ⅳ 2 2 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

グローカル人材論特殊講義 2 2 選択必修 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施 あり

グローカル人材PBL 2 3 選択必修 2 あり あり

法学英書講読 2 2 選択必修 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

法学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
法学仏書講読 2 2 選択必修 本年度休講

法学中書講読 2 2 選択必修 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

法学伊書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
法学露書講読 2 2 選択必修 本年度休講

政治学英書講読 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

政治学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
政治学仏書講読 2 2 選択必修 本年度休講
政治学中書講読 2 2 選択必修 本年度休講
政治学伊書講読 2 2 選択必修 本年度休講
政治学露書講読 2 2 選択必修 本年度休講

英文契約書作成 4 3 選択必修
あり

「国際取引法Ｂ
（英米）」修得済み

連続講義 本年度休講 あり

司法における外国語の役割 2 1 選択必修 通年集中 あり　注３）
あり

「司法外国語プログラム」
登録者のみ履修可

司法翻訳演習（中国語） 2 2 選択必修 2 あり あり
展
開
科
目（
選
択
）

日本法制史Ａ 2 2 選択 2 あり
日本法制史Ｂ 2 2 選択 2 あり
東洋法制史Ａ 2 2 選択 2 あり
東洋法制史Ｂ 2 2 選択 2 あり
西洋法制史Ａ 2 2 選択 2 あり

法学部 法政策学科　2018年度以降入学者

注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ
Ｌ
科
目（
8
単
位
選
択
必
修
）

刑事法リーガルライティングⅢ 2 3 選択必修 2

あり
「刑法概論」「刑
法総論」を修得
済み
および「民事
法リーガルラ
イティングⅠ」

「民事法リーガ
ルライティン
グⅡ」「公法
リーガルライ
ティングⅠ」

「公法リーガ
ルライティン
グⅡ」「刑事
法リーガルラ
イティングⅠ」

「刑事法リーガ
ルライティン
グⅡ」のいずれ
かを修得済み

履修不可

刑事法リーガルライティングⅣ 2 3 選択必修 2 履修不可

刑事法リーガルライティングⅤ 2 3 選択必修 2 履修不可

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 選択必修

あり
「刑法総論」、
「社会安全施策Ⅰ
（総論）」、
「社会安全政策Ⅱ
（各論）」
を修得済み

本年度休講

あり
「刑法総論」、
「社会安全施策Ⅰ
（総論）」、
「社会安全政策Ⅱ
（各論）」
を修得済み

国際取引法Ｂ（英米） 4 2 選択必修 あり 連続講義 本年度休講 あり

政治学特殊講義 2 2 選択必修 2 あり
複数履修可 履修不可

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

選択必修 通２ あり あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

選択必修 集中

あり
「2年次アクショ
ン・リサーチⅠ」
履修中

複数開講
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

選択必修 通２ あり あり

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

選択必修 集中

あり
「3年次アクショ
ン・リサーチⅠ」
履修中

あり
「3年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

総合政策リサーチ 2 3 選択必修 集中 あり あり

地域公共フィールド・リサーチ 4 2 選択必修 通年集中 あり 履修不可

安全保障フィールド・リサーチ 4 2 選択必修 通年集中 あり 履修不可

２年次演習Ａ� 注２） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり 履修不可

２年次演習Ｂ� 注２） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり 履修不可

３年次演習Ａ� 注２） 2 3 選択必修 2 あり
複数履修可 履修不可

３年次演習Ｂ� 注２） 2 3 選択必修 2 あり
複数履修可 履修不可

４年次演習Ａ� 注２） 2 4 選択必修 2

あり
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

法学部 法政策学科　2018年度以降入学者

注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
注３）2025年度以前入学者は、「司法外国語プログラム」登録者のみ履修可。

82 83

履
修
制
限
科
目
一
覧

融
合
教
育

科
目
　
　

共
通
教
育
科
目

専

門

教

育

科

目

経
　
済

経
　
営

法

外
国
語

文
　
化

理

情
報
理
工

現
代
社
会

国
際
関
係

生
命
科

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

シ
ッ
プ



区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

展
開
科
目（
選
択
）

環境法Ⅰ 2 2 選択 2 あり
環境法Ⅱ 2 2 選択 2 あり

税法Ⅰ（所得税法） 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

税法Ⅲ（法人税法） 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

公法特殊講義 2 2 選択 本年度休講 履修不可
警察行政法 2 3 選択 2 あり

労働法Ⅱ 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

社会保障政策 2 2 選択 本年度休講 あり
経済法 4 2 選択 本年度休講
刑法総論 4 1 選択 4 連続講義 あり
刑法各論Ⅰ 2 2 選択 2 あり
刑法各論Ⅱ 2 2 選択 2 あり
刑事訴訟法Ⅰ 4 2 選択 4 連続講義 あり

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 選択 2 「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

あり
「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

社会安全政策Ⅰ（総論） 2 2 選択 2 あり
社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 選択 2 あり
社会安全政策Ⅲ

（サイバーセキュリティ対策） 2 2 選択 2 あり

警察学概論 2 2 選択 2 あり
警察政策論 2 2 選択 2 あり
犯罪社会学 2 2 選択 2 あり
犯罪心理学 2 2 選択 2 あり あり
被害者学 2 2 選択 2 あり
被害者政策 2 2 選択 2 あり
矯正社会学Ⅰ 2 2 選択 2 あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 選択 2 あり
少年法 2 2 選択 2 あり

刑事司法と外国人 2 2 選択 2 あり
あり
司法外国語プログラム
登録者のみ履修可

国際法Ⅰ（総論） 2 2 選択 2 あり
国際法Ⅱ（国家管轄権） 2 2 選択 2 あり
国際法Ⅲ（国際人権法） 2 3 選択 本年度休講 あり
国際法Ⅳ（国際責任・紛争処理） 2 2 選択 2 あり
国際法Ⅴ（国際安全保障法） 2 2 選択 2 あり
国際法Ⅵ（国際人道法） 2 3 選択 2 あり
国際法Ⅶ（国際機構法） 2 2 選択 2 あり

国際私法Ⅰ 2 2 選択 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

国際私法Ⅱ 2 2 選択 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

国際取引法Ａ（国際法務） 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

政治学原論Ⅰ 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

政治学原論Ⅱ 2 2 選択 2 あり
経済学部生は3年次配当

政治思想史 2 2 選択 2 あり
日本政治史 2 2 選択 本年度休講 あり
日本外交史 2 2 選択 2 あり
西洋政治史Ⅰ 2 2 選択 2 あり
西洋政治史Ⅱ 2 2 選択 2 あり
アジア政治外交史 2 2 選択 2 あり

法学部 法政策学科　2018年度以降入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は

履修可能

選択必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

展
開
科
目（
選
択
）

西洋法制史Ｂ 2 2 選択 本年度休講
法哲学Ａ 2 2 選択 2 履修不可
法哲学Ｂ 2 2 選択 本年度休講 履修不可
法社会学Ａ 2 2 選択 2 あり
法社会学Ｂ 2 2 選択 2 あり
ＡＩ・デジタルと法 2 2 選択 2 あり あり
ダイバーシティと法 2 2 選択 2 あり あり
ジェンダーと法 2 2 選択 2 あり
大陸法 2 2 選択 本年度休講
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 選択 本年度休講

民法Ｄ（親族・相続） 2 2 選択 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

登記法 4 2 選択 4 連続講義 あり

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 選択 2 土地家屋調査士会
による寄附講座 あり

消費者法 2 2 選択 2 あり
金融取引法 2 2 選択 本年度休講 あり
医事法 2 2 選択 本年度休講 あり
民事訴訟法 4 2 選択 4 4 連続講義 あり

民事紛争処理論 4 2 選択 4 連続講義

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅰ
（特許法・実用新案法） 2 2 選択 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅱ
（商標法・意匠法） 2 2 選択 2

あり
「知財エキスパー
トプログラム」
登録者優先

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

知的財産法Ⅲ
（著作権法・不正競争防止法・その他） 2 2 選択 2

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

産業社会と知的財産 2 2 選択 2

あり
「知財エキスパー
トプログラム」
登録者優先

実務家講師を招聘
して実施 あり

商法概論 2 2 選択 2 2 リレー

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」または、「は
じめての民法Ⅰ」修得済み

会社法Ⅰ
（会社の組織とガバナンス） 2 2 選択 2 複数開講

あり
「融合教育のための商法」
または、「はじめての商法」
修得済み

会社法Ⅱ
（会社の設立とファイナンス） 2 2 選択 2 複数開講

あり
「融合教育のための商法」
または、「はじめての商法」
修得済み

会社法Ⅲ（企業組織法） 2 3 選択 2 あり
会社法Ⅳ（企業ファイナンス法） 2 3 選択 2 あり
決済法 2 2 選択 2 あり
保険法 2 2 選択 2 あり
商行為・海商法 2 2 選択 2 あり
商法特殊講義 2 2 選択 本年度休講
行政組織法 2 2 選択 2 あり
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国際政治学Ⅰ 2 2 選択 2 あり
国際政治学Ⅱ 2 2 選択 2 あり
比較政治学 2 2 選択 2 あり
環境ガバナンス論 2 2 選択 2 あり
政策分析論 2 2 選択 2 あり
西洋外交史Ⅰ 2 3 選択 2 あり
西洋外交史Ⅱ 2 3 選択 2 あり

地方自治未来論 2 3 選択 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施 あり

日本の法律 2 2 選択 2 あり

人事・労務の実務 2 2 選択 2 あり 実務家講師を招聘
して実施 あり

総合安全保障論 2 2 選択 2 あり リレー 防衛省等から講師
を招聘して実施 あり

法学概論 2 2 選択 2

「教職課程」
登録者のみ
履修可

履修不可
哲学概論Ａ 2 2 選択 2 履修不可
哲学概論Ｂ 2 2 選択 2 履修不可

社会学概論Ａ 2 2 選択 2 文化学部2019年度以降
教職Pのみ履修可

社会学概論Ｂ 2 2 選択 2 文化学部2019年度以降
教職Pのみ履修可
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